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大演習のポンプ操法

　
消
防
大
演
習
が
６
月
19
日
、
暑
い

中
、
出
雲
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
員
、
姿
勢
、
服
装
の
点
検
、
機

械
器
具
の
点
検
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
毎
晩
、
仕
事
の
終

了
後
に
疲
れ
た
体
を
使
っ
て
の
訓
練

は
、
さ
ぞ
大
変
な
事
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
放
水
演
習
は
立
石
の
用
水
池
を

使
用
し
て
山
林
へ
の
放
水
を
実
施
し

ま
し
た
。
最
後
は
全
団
員
、
車
両
参

加
に
よ
る
分
列
行
進
が
力
強
く
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
重
大
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。火
災
予
防
に
消
火
活
動
に
と
、

消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
　  

（
三
輪
　
正
）

後
に
、
例
え
ば
子
供
の
学
校
行
事

等
で
随
分
と
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
演
習
。
休
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
約
170
名
の
団
員
が
一

堂
に
会
す
る
姿
。
そ
こ
に
加
わ
る

と「
共
に
町
を
支
え
て
い
く
担
い

手
」と
し
て
高
揚
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
正
直
、
私
は
強
い
使
命
感
を

持
っ
て
入
団
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
で
出

会
え
た
仲
間
達
や
活
動
を
通
じ

て
、こ
の
町
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

た
今
は
、
冒
頭
の
フ
レ
ー
ズ
に
も

違
和
感
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
い
い
も
の
で
す
よ
、
消
防
団
。

も
は
家
が
近
所
と
い
う
だ
け
の
不

思
議
な
縁
。
学
生
時
代
の
友
人

や
、
職
場
の
同
僚
と
も
異
な
る
、

年
齢
も
ば
ら
ば
ら
の
メ
ン
バ
ー
で

す
が
、
町
や
仕
事
の
事
を
語
ら
い
、

冗
談
も
言
え
る
関
係
を
築
け
た
の

は
、
活
動
や
練
習
で
育
ん
だ
絆
の

賜
物
で
す
。

　
ま
た
、
部
以
外
に
も
団
員
の
知

り
合
い
が
増
え
る
こ
と
。
こ
れ
は

　
　
　
分
の
住
む
町
だ
か
ら
自
分

　
　
　
達
の
手
で
守
る
」消
防
団

員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
で
見
か
け
る

フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
な
る
ほ
ど
立
派
な
精
神
で
す

が
、
現
代
人
に
は
時
間
的
、
精
神

的
な
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
入
団
10
年
、
私
が
考
え
る
消
防

団
の
メ
リ
ッ
ト
は「
出
会
い
」で
す
。

　
ま
ず
、
部
の
仲
間
達
。
そ
も
そ

　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
加
藤
修
三

　
　
委
　
員
　
　
仙
海
直
樹

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
熊
本
地
方
を
襲
っ
た
震
度
７

の
大
き
な
地
震
で
多
く
の
家
屋

が
倒
壊
し
、
行
方
不
明
者
や
多

数
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
被
害
が
拡
大
し
ま
し

た
。
被
災
し
た
方
々
が
一
刻
も

早
く
普
通
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、

地
震
等
災
害
に
対
し
、
町
の
防

災
体
制
の
確
認
や
見
直
し
の
質

問
が
あ
り
、
災
害
時
の
避
難
施

設
は
何
処
か
、
要
支
援
者
の
避

難
体
制
は
万
全
か
等
々
熊
本
地

震
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
質
問

が
多
く
出
ま
し
た
。

　
日
本
中
い
つ
ど
こ
で
も
起
こ

り
得
る
地
震
や
、
津
波
や
土
砂

災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
避

難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族
で

話
し
合
い
、避
難
訓
練
、地
震
対

応
訓
練
で
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
災
害
か
ら
身
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　（
加
藤
修
三
）

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会

表
紙
小
話

の

町 民 の 声

「入団のメリット」
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６ 月 定 例 会 議案１６件を全会一致で可決 ６月13日～20日
（８日間）

会 期

町公共施設に無線LAN設置　
　　　災害時非常用物資追加

2い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 7 月 2 1 日第 9 2 号

６
月
定
例
会

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
一 般 会 計 （第８号）（専決） △780万円 41億7924万円

６月定例会で決まった補正予算

一般会計補正予算（第８号）

主な歳入 主な歳出

・地方交付税特別分追加 …………………6969万円
・地方消費税交付金追加 …………………1936万円
・基金繰入金 ………………………△１億  363万円

・道路維持費（車両修繕、除雪委託料）……△460万円
・戸籍住民基本台帳費 ……………………△112万円

（△は減額）

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
一 　 般 　 会 　 計 （第１号）（専決） 8万円 33億1008万円
一 般 会 計 （第２号） 3399万円 33億4407万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 （第１号） △211万円 6億2988万円
介 護 保 険 事 業 （第１号） △252万円 6億7048万円
簡 易 水 道 事 業 （第１号） △1831万円 1億6908万円
農 業 集 落 排 水 事 業 （第１号） 14万円 1億1284万円
下 水 道 事 業 （第１号） △  236万円 1億8013万円
住 宅 用 地 造 成 事 業 （第１号） 307万円 5207万円

一般会計補正予算（第２号）

主な歳入 主な歳出

・道路橋りょう整備事業債追加 …………1710万円
・臨時福祉給付金給付事業費補助金………857万円

・臨時福祉給付金……………………………330万円
・障害・遺族年金受給者向け給付金………225万円
・災害時非常用物資追加……………………145万円

平成27年度補正予算

平成28年度補正予算

定 例 会教えて

「臨時福祉給付金」と
「障害・遺族年金受給者
　向け給付金」って何？

臨時福祉給付金は住民税が非課税の方に３千円を
給付するもの
障害・遺族年金受給者向け給付金は障害基礎年金
または遺族基礎年金を受給している方に３万円を給
付するものだよ

※１

※２

※１

※2
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補
正
予
算
質
疑

総
務
課
長

 

降
雪
時
の
除
雪
機

の
移
動
が
難
し
い
。
消
防
分
遣

所
は
役
場
に
近
く
活
用
し
て
い

る
。中

川
議
員

 

小
学
校
で
生
ご
み

を
堆
肥
に
す
る
た
め
導
入
し
た

が
、
い
つ
か
ら
使
っ
て
な
い
の

か
。
10
年
で
使
わ
な
く
な
る
の

で
あ
れ
ば
当
初
か
ら
購
入
の
必

要
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

教
育
課
長

 
平
成
12
年
購
入
し

平
成
23
年
機
械
の
老
朽
化
と
、

臭
い
の
問
題
、
ま
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
支
障
が
あ
り
停
止
し

た
。
中
学
校
も
平
成
23
年
ま
で

使
用
し
て
い
た
。

髙
桑
議
員

 

今
の
場
所
は
、
幼

児
プ
ー
ル
に
近
く
て
い
い
が
、

25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
に
は
目
が

届
き
に
く
い
。
安
全
面
か
ら
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長

 

パ
ラ
ソ
ル
や
監
視

員
、
配
置
場
所
等
を
十
分
に
考

宮
下
議
員

 

「
天
領
の
里
」
で

は
カ
ー
ド
決
済
が
で
き
な
い

が
、今
後
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

 

利
用
率
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
難

し
い
。（
後
日
回
答
）

宮
下
議
員

 

町
保
有
の
除
雪
機

で
貸
出
が
少
な
く
、
有
効
活
用

し
た
ら
ど
う
か
。

え
て
い
く
。

三
輪
議
員

 

補
助
を
受
け
た

が
、
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場

合
、
何
か
規
定
は
あ
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

 

特
別
な
規
定
は

な
い
。

中
野
議
員

 

金
額
の
少
な
い
も

の
は
、
過
疎
債
を
使
わ
ず
、
一

般
財
源
を
使
わ
な
い
の
か
。

総
務
課
長

 

金
額
の
大
小
関
係

な
く
、
充
当
で
で
き
る
も
の
は

し
て
い
き
た
い
。

仙
海
議
員

 
配
管
工
事
を
縮
小

し
て
も
、
い
ず
れ
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
対
応
は
。

建
設
課
長

 

人
口
が
減
り
水
の

需
要
も
減
っ
て
い
る
が
、
駅
前

周
辺
は
増
え
て
い
る
。
事
業
費

の
効
率
を
考
え
て
計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
。

補 正 予 算 質 疑

ここが
聞きたい！！

主な質疑内容を掲載します。

６月13日
公
衆
用
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

設
定
業
務
委
託
料

（
町
内
５
箇
所
）
72万円

小
学
校
の
除
雪
機
購
入
79万円

生
ゴ
ミ
処
理
機
廃
棄

手
数
料

４万円

青
年
就
農
支
援
事
業

補
助
金

150万円

農
業
機
械
施
設
整
備

事
業
補
助

224万円

水
道
配
管
敷
設
整
備

費
減

▲1825万円

町
民
プ
ー
ル
休
憩
所

建
替
工
事

46万円

可決した条例改正など（主なもの）
◇町税条例等の一部改正　（専決）
平成28年の地方税制改正によるもの
・法人税割の税率引き下げ、固定資産税の課税標準特例の追加、軽自動車税の税率等の改正。

◇町国民健康保険税条例の一部改正　（専決）
平成28年の地方税制改正によるもの
・課税限度額の引き上げと、低所得者に対し保険税の軽減をするための措置。

◇「平成19年新潟県中越沖地震」に係る町復興支援基金条例を廃止する条例制定　（専決）
・対象事業への基金からの充当が完了したため、平成28年３月31日をもって、基金条例を廃止。

◇町特別職の職員で非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
・有害鳥獣の駆除に町鳥獣被害対策隊を組織し、隊員の年額報酬を2,000円と定める。

◇町奨学金貸与基金の設置、管理及び運営に関する条例の一部改正
・「教育奨学金の充実」で100万円の寄附があり、奨学金貸与基金を9,200万円から9,300万円に改正。

請願 請願第１号　　　　　　　　　　　　　　　結果
川西地域の農業振興に関する請願書　　　　継続審査とする。
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全
員
協
議
会

の
水
産
庁
に
お
願
い
し
て
い

る
。
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る

が
、
補
助
金
の
関
係
等
の
問

題
が
あ
る
。
有
効
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

産
業
観
光
課
長

 

59
件
の
応
募

が
あ
り
、
抽
選
で
20
組
を
決

め
た
。
美
食
ラ
リ
ー
、
翌
日

に
梅
の
収
穫
と
い
う
こ
と

で
、
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
。中

川
議
員

 

町
の
良
い
Ｐ
Ｒ

に
な
る
が
、
20
組
で
は
イ
ン

パ
ク
ト
が
無
い
。
木
の
手
入

れ
に
一
般
の
サ
ポ
ー
ト
を
考

え
る
等
、
数
を
増
や
せ
な
い

か
。町

長

 

梅
の
木
の
本
数
な

ど
に
限
り
が
あ
る
。
梅
組
合

の
皆
さ
ん
が
技
術
的
な
指
導

を
し
て
い
る
が
、
参
加
す
る

人
を
増
や
す
必
要
は
あ
る
。

総
務
課
長

 

旧
尼
瀬
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
町
有
地
部
分
に
つ
い

て
は
、
土
地
を
貸
し
付
け
、

既
に
太
陽
光
発
電
の
売
電
を

開
始
し
て
い
る
。
隣
接
の
国

有
地
に
つ
い
て
、
町
が
一
体

と
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

整
備
の
場
と
位
置
づ
け
れ

ば
、
町
に
貸
し
付
け
て
も
良

い
と
話
が
進
ん
で
い
る
。
町

と
し
て
は
、
土
地
の
利
用
料

を
い
た
だ
く
。

　
予
定
し
て
い
た
小
型
の
風

力
発
電
は
、
風
量
か
ら
対
応

出
来
な
い
と
い
う
理
由
で
撤

退
と
な
っ
た
。
20
メ
ー
ト
ル

程
の
中
型
の
も
の
で
今
あ

た
っ
て
い
る
。

中
川
議
員

 

隣
接
す
る
ひ
ら

め
養
殖
場
跡
地
は
ど
う
す
る

の
か
。

町
長

 

県
の
水
産
課
、
国

梅
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、

梅
の
木
に
こ
だ
わ
ら
ず
創
意

工
夫
を
し
て
、
幅
を
広
げ
る

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

髙
桑
議
員

 
出
雲
崎
小
学
校

体
育
館
に
移
設
さ
れ
る
と
、

送
迎
時
、
車
の
乗
り
入
れ
に

不
安
が
あ
る
。
幼
児
を
連
れ

て
こ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
安
全
の
た
め
の
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

冬
期
間
や
夜

間
の
照
明
、
教
職
員
の
駐
車

等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
、
小
学
校
と
協
議
し
た
中

で
安
全
で
効
率
的
な
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

加
藤
議
員

 

天
領
の
里
に
充

電
設
備
が
出
来
た
こ
と
を
機

に
教
育
的
効
果
も
考
え
、
町

と
し
て
購
入
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
購
入
者
に
助
成

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

検
討
す
る
。

三
輪
議
員

 

出
雲
崎
町
の
ゴ

ミ
袋
は
枚
数
か
ら
み
て
も
コ

ス
ト
高
と
思
わ
れ
、
バ
ー

コ
ー
ド
も
つ
い
て
い
な
い
。

搬
入
は
長
岡
圏
な
の
で
、
共

通
の
も
の
に
で
き
な
い
か
。

町
民
課
長

 

長
岡
市
の
担
当

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
経
費

等
を
調
べ
て
検
討
し
た
い
。

中
野
議
員

 

県
の
予
算
も
つ

い
た
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

建
設
課
長

 

道
路
拡
幅
に
か

か
る
土
地
の
所
有
者
に
、
地

元
不
在
で
相
続
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
相
続
関
係
者
が
何
十

人
に
も
膨
ん
で
土
地
の
取
得

が
難
し
い
状
況
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
れ
を
含
め
て
、
地

元
石
井
町
の
皆
さ
ん
に
は
今

年
度
の
工
事
の
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

●
旧
尼
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
太
陽
光
・
風
力
発
電

●
児
童
ク
ラ
ブ
移
設
に

　
　
伴
い
駐
車
場
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
か

●
町
と
し
て
も
環
境
に 

　
優
し
い
電
気
自
動
車
の 

　
購
入
を

●
長
岡
圏
と
共
通
の

　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
袋
に

●「
ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
ー

制
度
」に
た
く
さ
ん
の

応
募
を
い
た
だ
く

●
展
望
坂
拡
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
現
在
の
状
況
は

第
４
回  
６
月
20
日

全
員
協
議
会

主
な
も
の
の
う
ち
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

改修が待たれる展望坂

まるごとオーナー制度
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入
団
を
行
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ

だ
け
の
隊
の
編
成
に
つ
い
て

は
消
防
団
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
を
行
う
。

仙
海

 

消
防
団
員
を
支
援

す
る
意
味
で
、
町
内
店
舗
な

ど
で
特
典
が
受
け
ら
れ
る
消

防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

町
と
し
て
趣
旨
は

賛
同
す
る
が
、
事
業
所
や
商

工
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
町
と
し
て
事
業
所
・

商
工
会
等
と
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

一

般

質

問

Q&A 一 般 質 問

お
尋
ね
し
ま
す

お
答
え
し
ま
す

どうする
　子どもたちの安全対策

地域全体で
　　消防団を応援

万全を期す

事業所の協力不可欠

町長

町長

仙海 直樹 議員

仙
海

 

小
学
校
の
通
学
路

や
キ
ケ
ン
箇
所
に
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
が
立
て
看
板
を
設
置
し

て
い
る
が
当
町
に
は
無
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を
し
て
設
置

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
事
は
町
の
責
任
で

あ
り
要
望
が
あ
れ
ば
町
が
や

る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
負
担
を
掛
け

る
事
は
無
い
。

仙
海

 

柏
崎
信
用
金
庫
出

雲
崎
支
店
付
近
の
道
路
は
路

肩
が
狭
い
。
路
側
帯
に
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置
し
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

 

今
後
行
わ
れ
る
舗

装
工
事
に
合
わ
せ
、
関
係
機

関
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設

置
を
要
望
し
て
い
く
。

仙
海

 

消
防
団
を
退
団
し

た
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
消
防
隊
を
編

成
し
町
民
の
安
全
確
保
に
努

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

現
在
は
特
別
団
員

と
し
て
退
団
し
た
Ｏ
Ｂ
の
再

仙
海

 

町
で
は
、
小
・
中

学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

町
長

 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
や
、

登
校
班
ご
と
の
先
生
に
よ
る

安
全
指
導
、
自
転
車
安
全
教

室
の
実
施
等
。
防
犯
面
で
は

警
察
か
ら
不
審
者
等
の
連
絡

が
入
っ
た
際
は
、
保
護
者
に

対
し
て
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ

た
り
、
町
内
30
箇
所
に
子
ど

も
110
番
の
家
を
設
置
し
た
り

し
て
い
る
。

消防団演習

キ
ケ
ン
箇
所
に
は

Ｏ
Ｂ
の
活
用
を

通
学
路
の
整
備
は
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一

般

質

問

Q&A熊本地震から
　　　　学んだ事について
再点検の徹底、
啓蒙活動に全力をあげる

町長

い
。宮

下

 

避
難
生
活
に
は
、

水
・
食
糧
の
他
、
仮
設
ト
イ

レ
が
必
須
だ
と
思
う
。
災
害

時
の
仮
設
ト
イ
レ
の
配
備
を

民
間
業
者
と
、
ど
の
よ
う
に

取
決
め
て
い
る
か
。

町
長

 

ア
ク
テ
ィ
オ
や
コ

メ
リ
と
災
害
時
の
協
定
を
結

ん
で
い
る
。

　

そ
の
他
、
町
と
し
て
携
帯

ト
イ
レ
と
簡
易
ト
イ
レ
300
個

を
備
え
て
い
る
。

　

今
後
も
確
実
な
履
行
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
常
在
の
確
認

を
業
者
と
し
て
い
く
。

宮
下

 

季
節
に
よ
り
、
避

難
所
内
の
生
活
環
境
の
劣
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

涼
・
暖
を
得
る
為
の
、
補

助
器
具
の
準
備
は
ど
の
程
度

で
あ
る
か
伺
う
。

町
長

 

指
定
避
難
所
15
カ

所
全
て
に
暖
房
は
整
っ
て
い

る
が
、
冷
房
に
関
し
て
は
12

カ
所
。

　

夏
場
よ
り
問
題
は
冬
場
だ

と
思
う
。
毛
布
等
の
備
え
は

十
分
だ
が
、
更
に
町
民
に
善

意
の
寄
付
も
お
願
い
し
て
み

た
い
と
思
う
し
、
民
の
不
足

は
官
で
し
っ
か
り
と
補
っ
て

い
く
。

宮
下

 

熊
本
地
震
で
は
、

新
耐
震
基
準
を
満
た
し
た
建

物
の
倒
壊
が
み
ら
れ
る
。

　

今
回
の
震
災
か
ら
学
ん
だ

事
は
「
想
定
外
を
想
定
内

に
」
す
る
事
だ
と
思
う
。

　

当
町
の
公
共
施
設
な
ど
が

そ
の
様
な
事
態
に
至
っ
た

時
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考

え
ら
れ
る
か
伺
う
。

町
長

 

町
の
施
設
は
全
て

耐
震
改
修
を
終
え
て
い
る
。

し
か
し
、
熊
本
の
被
害
も
承

知
し
て
い
る
の
で
、
更
に
徹

底
し
た
再
点
検
を
指
示
し

た
。

　

万
一
役
場
が
被
災
し
た
場

合
、
中
公
な
ど
の
代
替
策
等

が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は

再
点
検
に
よ
り
被
災
対
象
と

な
ら
な
い
よ
う
、
万
全
を
尽

く
し
て
い
く
事
が
重
要
だ
と

考
え
る
。

宮
下

 

被
災
直
後
、
真
っ

先
に
避
難
誘
導
や
被
災
者
救

済
に
力
を
発
揮
し
た
の
は
、

国
や
県
で
は
な
く
地
域
の

人
々
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
教
訓
か
ら
、
当
町
が

組
織
す
る
、
地
区
防
災
組
織

の
実
働
的
避
難
訓
練
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
、
ご
意

見
を
伺
う
。

町
長

 

全
地
域
に
お
い

て
、
自
主
防
災
組
織
が
結
成

さ
れ
て
い
る
し
、
避
難
訓
練

で
は
、
要
支
援
者
を
高
台
ま

で
運
ぶ
な
ど
の
積
極
的
訓
練

も
実
例
が
あ
る
。

　

し
か
し
今
後
更
に
、
地
域

の
中
に
入
り
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
即
す
啓
蒙
活
動
に
全

力
を
挙
げ
る
。

宮
下

 

町
の
指
定
避
難
施

設
は
、
何
カ
所
あ
り
、
何
名

の
収
容
が
可
能
な
の
か
。

町
長

 

天
領
の
里
、
妻
入

り
会
館
、
中
公
な
ど
15
カ
所

指
定
を
し
て
い
る
。

　

収
容
人
員
は
、
最
大
で

２
、８
６
４
人
で
、
計
算
上

で
は
大
震
災
に
も
収
ま
る
と

思
わ
れ
る
が
、
想
定
外
の
災

害
に
対
し
て
も
、
柔
軟
に
対

応
出
来
る
備
え
は
必
要
だ
と

思
う
。

宮
下

 

被
災
者
が
車
中
泊

や
テ
ン
ト
泊
の
場
合
、
当
町

の
空
地
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

何
処
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
数

が
可
能
な
の
か
。

町
長

 

官
地
・
民
地
を
含

め
７
、５
０
０
㎡
で
あ
り
、

750
台
程
度
の
駐
車
が
可
能
と

思
わ
れ
る
。

　

テ
ン
ト
泊
は
防
犯
上
な
ど

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
民
間

の
作
業
小
屋
、
あ
る
い
は
地

域
集
落
セ
ン
タ
ー
等
の
耐
震

点
検
を
し
、
避
難
時
に
活
用

す
る
事
も
検
討
し
て
い
き
た

町
指
定
の
避
難
施
設
は

駐
車
場
や
空
き
地
は

仮
設
ト
イ
レ
の
配
備
は

避
難
施
設
の
室
内
環
境
は

公
共
施
設
が
被
災
し
た
時

防
災
組
織
の
実
働
訓
練
を

宮下 孝幸 議員

耐震改修済み役場庁舎
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一

般

質

問

Q&A災害に強い
　　　　町づくりについて
防災・減災に
　　　全力で取り組む

町長

三輪 　正 議員

よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
、
普

通
救
命
講
習
会
な
ど
活
動
は

増
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
時
に
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三
輪

 

姉
妹
町
村
の
柳
津

町
ほ
か
全
国
の
市
町
村
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
県
内
の

市
町
村
と
の
協
定
も
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長

 

災
害
発
生
時
に
は

近
隣
市
町
村
と
は
密
接
な
連

携
を
保
っ
て
い
る
の
で
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
お
互
い
協
力
が

必
要
と
思
っ
て
い
る
。
協
定

を
結
ば
な
く
と
も
十
分
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

三
輪

 

火
災
時
の
た
め
池

や
断
水
時
の
井
戸
の
使
用
な

ど
、
民
間
と
事
前
に
使
用
協

定
を
結
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長

 

災
害
等
の
緊
急
時

に
は
協
定
を
結
ば
な
く
と
も

緊
急
に
要
請
を
し
て
い
く
。

相
互
扶
助
の
気
持
ち
が
必
要

で
あ
り
、
災
害
を
最
小
限
度

に
す
る
こ
と
は
当
然
。

三
輪

 

指
定
避
難
施
設
は

管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
が

行
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
。

常
駐
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
の

連
携
が
必
要
と
思
う
が
、
体

制
は
万
全
か
。

町
長

 

例
え
ば
備
蓄
倉
庫

に
何
が
入
っ
て
い
る
か
明
確

に
す
る
。
ま
た
職
員
の
３
分

の
１
の
21
名
が
中
越
沖
地
震

後
の
採
用
で
あ
り
、
災
害
時

の
対
応
、
役
割
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

総
務
課
長

 

優
先
開
設
避
難

所
脇
に
備
蓄
倉
庫
を
用
意
し

て
い
る
改
善
セ
ン
タ
ー
よ
り

指
摘
が
あ
っ
た
の
で
、
何
が

備
蓄
さ
れ
て
い
る
か
管
理
人

と
話
を
し
て
い
る
。
毛
布
を

補
完
す
る
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
等

食
糧
以
外
に
も
用
意
し
て
あ

り
、
一
覧
と
し
て
出
す
こ
と

も
で
き
る
。

三
輪

 

名
簿
の
共
有
、
支

援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

 

要
支
援
者
は
47
集

落
126
名
で
し
っ
か
り
把
握
し

て
名
簿
を
地
域
、
消
防
、
警

察
と
共
有
し
対
応
し
て
い

る
。
支
援
者
は
７
割
程
度
が

決
ま
っ
て
い
る
。
今
後
と
も

万
全
の
対
応
を
し
て
い
く
。

三
輪

 

組
織
率
と
活
動
内

容
、
支
援
を
ど
う
考
え
る
か

伺
う
。

町
長

 

100
％
結
成
さ
れ
て

い
る
。
27
年
度
は
消
火
器
の

取
扱
い
訓
練
な
ど
自
主
的
に

実
施
し
て
い
る
。
発
電
機
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
担
架
等
を
購

入
し
地
域
で
備
え
て
い
る
。

購
入
時
の
補
助
な
ど
の
説
明

を
、
自
主
防
災
組
織
に
出
向

い
て
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
。三

輪

 

防
災
士
の
現
況
と

活
動
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

 

町
全
体
で
防
災
士

は
現
在
20
名
。
町
防
災
士
会

は
27
年
６
月
に
設
立
さ
れ
、

会
員
は
男
性
７
名
、
女
性
１

名
。
防
災
士
の
資
格
取
得
に

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
防
災

士
の
皆
さ
ん
は
、
中
学
生
に

自
主
防
災
組
織
の

　
　
　
　
現
状
と
支
援
は

防
災
士
と
の
連
携
は

広
域
市
町
村
災
害
時

相
互
応
援
協
定
の
現
状
は

民
間
と
の
協
定
を

避
難
所
の
運
営
体
制
は

要
援
護
者
避
難
に
つ
い
て

津波避難訓練（点検）
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視
察
研
修
報
告

視 察 研 修 報 告

休憩所心月輪視察
社会産業常任委員会調査報告

　去る６月２日に、当委員会が所管する事務調査として『休憩所 心月輪』の二度目の

現地調査を行いました。

　調査は、開店後の反応や状況について、あるいは、５月連休中の集客状況、更に今

後の展望などについて、組合長から話を聞き、調査いたしました。

　結果、開業時の滑り出しは順調ではあるが、今後、それらの客を如何にリピーター

として定着させていくのか、あるいは多すぎるメニューの絞り込みが必要と思われ、

その為には、どの様な客層を中心に営業展開するべきなのかなど、更に検討する必要

があるとの意見が出されました。

　当委員会としては、店舗が出された課題を

クリアし、更なる展望の上、永続的な繁栄を

遂げる事に期待を寄せていきたいとの結論に

達しました。

　　　 （社会産業常任委員長　宮下　孝幸）

４
・
６　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
91
号
）

　
　
11　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
91
号
）

５
・
６　
出
雲
崎
町
議
会
モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
９

　
　
25　
議
会
広
報
研
修
会
（
新
潟
市
）

　
　
30　
第
41
回
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
）

６
・
６　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
13　
６
月
定
例
会
招
集
日
→
詳
細
は
ｐ
２

　
　
　
　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
92
号
）

　
　
14　
社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
16　
定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　
20　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
定
例
会
最
終
日

　
　
　
　
全
員
協
議
会
→
詳
細
は
ｐ
４

　
　
28　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
92
号
）

　
　
30　
新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
第
１
回
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
）

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）
平
成
28
年
４
月
～
６
月
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議
会
モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

議会モニターとの意見交換こんな意
見

いただ
きまし

たこんな意
見

いただ
きまし

た

議
会
の
流
れ

　
　

  

分
か
り
や
す
く

Ａ
モ
ニ
タ
ー

議
会
の
流
れ
が
分
か
り
に
く
い
。
常

任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
も
あ
る
が

傍
聴
し
に
く
い
た
め
、
聞
き
や
す
く

し
て
ほ
し
い
。
一
般
質
問
で
は
町
長

の
答
弁
に
対
し
て
そ
れ
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
事

前
調
査
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

発
言
が

　
　

  

少
な
い
の
で
は

Ｃ
モ
ニ
タ
ー

発
言
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
議
題
は
事
前
に
決
ま
っ
て

い
る
訳
な
の
で
自
分
の
専
門
外

の
も
の
で
も
、
発
言
を
増
や
し

し
っ
か
り
と
し
た
審
議
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

人
口
減
少
に
伴
い
議
員
定
数
を

削
減
し
た
の
で
や
り
づ
ら
く

な
っ
て
き
て
い
る
気
が
す
る
。

全
員
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ

Ｄ
モ
ニ
タ
ー

一
般
質
問
で
は
町
長
が
ベ
テ
ラ
ン
の
せ
い
か
言
い

包
め
ら
れ
て
内
容
が
乏
し
い
。
一
方
、
全
員
協
議

会
は
身
近
な
内
容
の
話
が
出
る
の
で
内
容
が
分
か

り
や
す
い
。
多
く
の
方
に
聞
い
て
ほ
し
い
の
で
、

全
員
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

以
前
、
町
の
問
題
を
議
員
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ

う
い
う
も
の
だ
と
伏
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
気

軽
に
話
が
で
き
る
よ
う
な
所
で
、
地
域
に
出
て
い

る
話
を
も
っ
と
聞
く
等
、
町
民
の
声
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
住
宅
を
増
や
す
施
策
を
し
て
も
職
場

が
無
い
と
若
者
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
議
会
で
職
場

に
関
す
る
話
が
出
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。

結
論
が

　

  

見
え
な
い
こ
と
も

Ｅ
モ
ニ
タ
ー

一
般
質
問
で
は
結
論
が
出
な
い
ま
ま

終
わ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
終

わ
り
な
の
か
。
海
岸
の
展
望
坂
を
歩

い
て
い
る
と
外
灯
が
少
な
く
真
っ
暗

で
手
す
り
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
で
な

い
と
歩
け
な
い
。
避
難
路
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
危
険
に
感
じ
る
。

一
般
質
問
者
が

　
　

  

少
な
い
の
で
は

Ｂ
モ
ニ
タ
ー

一
般
質
問
を
す
る
議
員
が
少
な
い
。
ま
た
、
質

問
で
も
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
防
災
行
政

無
線
で
議
会
の
告
知
を
行
っ
て
い
る
が
、
質
問

を
行
う
議
員
の
名
前
も
加
え
て
は
ど
う
か
。
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大演習のポンプ操法

　
消
防
大
演
習
が
６
月
19
日
、
暑
い

中
、
出
雲
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
員
、
姿
勢
、
服
装
の
点
検
、
機

械
器
具
の
点
検
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
毎
晩
、
仕
事
の
終

了
後
に
疲
れ
た
体
を
使
っ
て
の
訓
練

は
、
さ
ぞ
大
変
な
事
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
放
水
演
習
は
立
石
の
用
水
池
を

使
用
し
て
山
林
へ
の
放
水
を
実
施
し

ま
し
た
。
最
後
は
全
団
員
、
車
両
参

加
に
よ
る
分
列
行
進
が
力
強
く
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
重
大
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。火
災
予
防
に
消
火
活
動
に
と
、

消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
　  

（
三
輪
　
正
）

後
に
、
例
え
ば
子
供
の
学
校
行
事

等
で
随
分
と
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
演
習
。
休
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
約
170
名
の
団
員
が
一

堂
に
会
す
る
姿
。
そ
こ
に
加
わ
る

と「
共
に
町
を
支
え
て
い
く
担
い

手
」と
し
て
高
揚
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
正
直
、
私
は
強
い
使
命
感
を

持
っ
て
入
団
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
で
出

会
え
た
仲
間
達
や
活
動
を
通
じ

て
、こ
の
町
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

た
今
は
、
冒
頭
の
フ
レ
ー
ズ
に
も

違
和
感
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
い
い
も
の
で
す
よ
、
消
防
団
。

も
は
家
が
近
所
と
い
う
だ
け
の
不

思
議
な
縁
。
学
生
時
代
の
友
人

や
、
職
場
の
同
僚
と
も
異
な
る
、

年
齢
も
ば
ら
ば
ら
の
メ
ン
バ
ー
で

す
が
、
町
や
仕
事
の
事
を
語
ら
い
、

冗
談
も
言
え
る
関
係
を
築
け
た
の

は
、
活
動
や
練
習
で
育
ん
だ
絆
の

賜
物
で
す
。

　
ま
た
、
部
以
外
に
も
団
員
の
知

り
合
い
が
増
え
る
こ
と
。
こ
れ
は

　
　
　
分
の
住
む
町
だ
か
ら
自
分

　
　
　
達
の
手
で
守
る
」消
防
団

員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
で
見
か
け
る

フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
な
る
ほ
ど
立
派
な
精
神
で
す

が
、
現
代
人
に
は
時
間
的
、
精
神

的
な
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
入
団
10
年
、
私
が
考
え
る
消
防

団
の
メ
リ
ッ
ト
は「
出
会
い
」で
す
。

　
ま
ず
、
部
の
仲
間
達
。
そ
も
そ

　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
加
藤
修
三

　
　
委
　
員
　
　
仙
海
直
樹

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
熊
本
地
方
を
襲
っ
た
震
度
７

の
大
き
な
地
震
で
多
く
の
家
屋

が
倒
壊
し
、
行
方
不
明
者
や
多

数
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
被
害
が
拡
大
し
ま
し

た
。
被
災
し
た
方
々
が
一
刻
も

早
く
普
通
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、

地
震
等
災
害
に
対
し
、
町
の
防

災
体
制
の
確
認
や
見
直
し
の
質

問
が
あ
り
、
災
害
時
の
避
難
施

設
は
何
処
か
、
要
支
援
者
の
避

難
体
制
は
万
全
か
等
々
熊
本
地

震
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
質
問

が
多
く
出
ま
し
た
。

　
日
本
中
い
つ
ど
こ
で
も
起
こ

り
得
る
地
震
や
、
津
波
や
土
砂

災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
避

難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族
で

話
し
合
い
、避
難
訓
練
、地
震
対

応
訓
練
で
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
災
害
か
ら
身
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　（
加
藤
修
三
）

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会

表
紙
小
話

の

町 民 の 声

「入団のメリット」

服部 政宏大寺
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